
*interview* インタビュー *

当時、御船町職員で総務課交通消防係長（43歳）。大雨洪水警
報が出てから、雨は止むことはなく、バケツから浴びるよ

うな雨がずっと降り続けていた。４丁目から１丁目までパトロー
ル中、１丁目に差し掛かったとき、膝まで水が来ていた。役場で
は警戒体制に入るが、道路が冠水し、崩れたため、職員がすぐに
役場に来ることができなかった。役場の電話回線がパンクする中、
自衛隊に応援要請。炊き出しも同時に行った。消防団には、各地
域ごとに土のうを積み上げてもらい、住民への避難を呼びかけて
もらったが、あっという間に濁流が押し寄せ、浸水し、目鑑橋が
流された。御船川には、たくさんの車が流され、たくさんのもの
を飲み込んでいった。30 年経った今でも、忘れられない。

備えあれば、憂いなし。災害はいつ・どこで起きるかわから
ないがいつでも対応できることが重要になる。　

雨が降り出したのは、５月３日の昼過ぎだった。当時、甲
佐町にいたが、かなりの雨が降る予報だったので、急い

で御船に引き返した。自宅にいると外から「助けてくれ！助け
てくれー！」と声が聞こえた。外に出てみると目鑑橋が崩落し、
車ごと転落していて、梅の木にしがみついて助けを求めている
人がいた。急いで上益城消防署に駆け込み、助けを求めたが、
上益城消防署も町全体の救助に入っていたため、自分で「なん
とかしなきゃいけない」と思い、弟の岸勝泰さんや自宅前の駒
水さんを呼び、ロープを投げて無事救出した。その直後に梅の
木は流されてしまい、間一髪だった。本当に助けられてよかった。

困難なことが起きても、自分で対応・判断することが大事。そ
して、乗り越える力が必要。被災して大事な教訓を学んだ。
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突如町を襲った大水害と

濁流とともに消え去った眼鑑橋―

時間が過ぎてゆく中で、薄れていく記憶と残る記録

犠牲の上に成り立つ今、求められる私たちの行動

今を生きる私たちがこの時の教訓を

次の世代に伝える役割を担っているのです

※当時の目鑑橋の写真です
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。
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９
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４
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